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Abstract （要約）

ボランティア測定

３リング目実装中

ルーチンで使用現状

2.51 (DOIC, 
NSD=0.30)

2.5 （1999年型）空間解像度

/ mm

４層GSO
2.9*2.9*7.5mm3

２層LSO
2.1*2.1*7.5mm3

シンチレータ

リング径 382
径視野 256
体軸視野 258

リング径 468
径視野 312
体軸視野 250

サイズ

/ mm

脳脳用途

jPET-D4, NIRSHRRT, CTI

Preface （序）
＜論文の目的＞

HRRTを改良して、
1. 空間解像度2.5mmを実現する
2. ただし、なるべく感度は低下させない

結晶は小さい方が良い

結晶は厚い方が良い

矛盾

＜論文の構成＞

•第１～７章：PET一般論
（PET概論、物理的な背景、計測原理、改良手法、
データ処理、画像再構成）

•第８～１４章：HRRT特論
（紹介、実験方法、結果、評価、DOI、DQC、商用装置）

＜手法＞

はじめて診療用PETにLSOを搭載（２層DOI）

解決
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第１章
第１節 PET検査
１．神経医学

• 脳血管疾病（虚血、卒中）、腫瘍
• 脊髄疾患（パーキンソン病、ハンティング舞踏病）
• てんかん、痴呆、鬱、分裂病

２．腫瘍医学

• 直腸癌、肺癌、リンパ腫、骨肉腫、内臓癌、黒色
腫、乳癌

３．心臓病学

• 心筋血流、心筋生存能、心筋代謝

• rCBF: 局所脳血流値
• CMR: 脳代謝率
• CBV: 脳血液量

活動状態、休止状態

FDG (2-deoxy-2-[F-18]-D-glucose)

• 放射性薬剤の分類では「②analog」に相当

ぶどう糖

（グリコシド性ヒドロキシル
基）
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第１章
第２節 ぶどう糖の代謝

血漿（血液の55%を占める黄色い液体）
↓

血液脳関門（輸送担体を持つ物質のみが通過）

間質（毛細欠陥などの組織周辺領域）
↓

細胞膜（細胞の内外を隔てるタンパク質膜）
↓

細胞質（細胞中で核以外の領域）

代謝
↓ ↓

貯蔵（グリコーゲン） 消費（二酸化炭素と水）

①Plasma

②Precursor
pool     

③
Metabolism

CP

CE

CM
ぶどう糖の脳代謝率は血漿中の濃度と速度定数で決まる

第１章
第３節 検診中の被曝

FDG-PET検診の組織線量当量（体重=64.5kg）
• 全身 ： 0.029mSv/MBq
• 膀胱壁 ： 0.31mSv/MBq
• 脳 ： 0.037mSv/MBq
• 腎臓 ： 0.028mSv/MBq

被曝量

• FDG-PET検診（370MBq=10mCi）： 10.7mSv/回
• トランスミッション ： 0.00027mSv/回
• 日本在住平均 ： 1.42mSv/年
• ブラジルガラパリ地方 ： 50mSv/年
• 毛利衛さん宇宙滞在 ： 2.82mSv/週

線量当量H＝
吸収線量D [Gy=J/Kg]
×線質係数Q
×被曝条件係数N(=1)

線質係数
γ線： 1 中性子線：
β線： 1 1～20
α線： 20
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補遺
主な外来語（ラテン語）表記の意味

• in vivo: 生体内で
• in vitro: 試験管内で
• in situ: その場で
• in vacuo: 真空中で
• a priori: 先天的に
• a posteriori: 後天的に
• et al. (et alii): ～など（人）
• etc.: ～など（物）
• e. g. (exempli gratia): 例えば

• i. e. (id est): すなわち
• á la: ～式の
• pre se: それ自体で
• c. f. (confer): 参照せよ
• nota bene: 注意せよ
• viz. (videlicet): つまり
• ad hoc: その場限りの
• ibid.: 同じ（場所）


